
創
立
者
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ス
　
　
大
将
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ペ
ド
ル
（
万
国
本
営
　
英
国
ロ
ン
ド
ン
）　
　
日
本
司
令
官
　
ケ
ネ
ス
・
メ
イ
ナ
ー
（
救
世
軍
本
営
　
東
京
都
千
代
田
区
）　　
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発
行
日
及
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定
価

▼
発
行
日
　

福
音
版
・
毎
月
一
日
発
行

広
報
版
・
奇
数
月
十
五
日
発
行（
除
く
七
月
）

▼
定
　
価

　  

振
替
・
〇
〇
一
八
〇
―
五
―
四
四
〇
〇

発
行
兼
　   

救
　
世
　
軍

印
刷
人
　
代
表
者 

ケ
ネ
ス・メ
イ
ナ
ー  

編
集
人
　
　
　
　
寺 

澤
　
眞 

由 

子

　
〒

101—

0051
　
東
京
都
千
代
田
区

　
　
　
　
　
　 

　 

神
田
神
保
町
二
ノ
十
七

電
　
話
　  

東
京
(03)
三
二
三
七
―

〇
八
八
一

発
行
所
　
救  

世  

軍  

本  

営

印
刷
所
　
　
　
ピ
ー
ア
ン
ド
エ
ス

　

救
世
軍
は
、
統
一
協
会
、
エ
ホ

バ
の
証
人
、
モ
ル
モ
ン
教
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
で
お

悩
み
の
方
は
、
右
救
世
軍
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

聖書は新共同訳を使用しています　©共同訳聖書実行委員会 © 日本聖書協会

と き の こ え

福
音
版
・
一
部
　 

　
　
　
　
　
四
〇
円

広
報
版
・
一
部
　
　
　
　 

　
一
〇
〇
円

ク
リ
ス
マ
ス
特
集
号
（
十
二
月
一
日
号
）

　
　
　
・
一
部
　
　
　
　
　 

一
〇
〇
円

 

４　　2020年　10月1日発行　第 2807 号

石
川　
節
子

写真・コロナ禍にあって、路上にいる子どもたちに食事を届ける支援（ホンジュラス）

令和 2 年 7 月豪雨により被災された皆様に、謹んでお見舞い申しあげます。復旧・復興を心よりお祈り申しあげます。

女
性
た
ち
が
泣
く
限
り

　
「
今こ

ん
日に

ち
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

女
性
た
ち
が
泣
く
限
り
、
私
は

戦
う
。
今
日
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
飢う

え

る
限
り
、
私
は
戦
う
。
今
日
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
男
た
ち
が

刑
務
所
に
出
入
り
す
る
限
り
、

私
は
戦
う
。
酔す

い
漢か

ん
が
残
っ
て
い

る
限
り
、
街
頭
に
哀あ

わ
れ
な
失
わ

れ
た
娘
が
い
る
限
り
、
神
の
光

を
受
け
な
い
一
人
の
暗
黒
な
魂

が
進
む
中
、
働
き
の
精
神
を
表

す
「
３ス
リ
ー
エ
スＳ
」
―S

ス
ー
プ

oup

（
食
事
）、

S

ソ
ー
プ

oap

（
石せ
っ
け
ん鹸
、
衛
生
状
態
の
改
善

の
意
）、S

サ
ル
ベ
ー
シ
ョ
ン

alvation

（
救
い
）と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
聖
書
の
言
葉
―
福ふ

く

音い
ん

（
良
い
知
ら
せ
）―
を
届
け
る

に
は
、
ま
ず
極
限
状
態
に
あ
る

人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応こ

た
え
て
、
そ

の
飢
え
を
満
た
し
、
清
潔
で
人

間
的
な
環
境
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

人
の
尊
厳
が
回
復
さ
れ
て
は
じ

め
て
、
人
は
、
福
音
を
そ
の
心

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
神
は
、
人
間
を
ご
自
分
に
か

た
ど
っ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
神

に
と
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
愛い

と

お
し
い
存
在
で
あ
り
、
そ
の
命

は
、
尊と

う
とく
、
貴た

っ
とい
も
の
で
す
。

神
は
、
す
べ
て
の
人
が
救
わ
れ

て
、
生
き
る
喜
び
を
味
わ
い
、

幸
せ
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
お

ら
れ
る
の
で
す
。

　
産
業
革
命
後
の
社
会
的
混
乱

期
に
あ
っ
て
、
ブ
ー
ス
は
、
妻

カ
サ
リ
ン
と
共
に
「
３ス
リ
ー
エ
スＳ
」
の

精
神
で
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
目
の
前
の
「
一
人
」

を
救
う
、「
戦
い
」
で
し
た
。

　
こ
こ
で
特
記
し
た
い
の
は
、

女
性
に
参
政
権
が
な
く
、
公
共

の
場
に
お
い
て
女
性
が
発
言
す

る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
そ
の
当
時
に
、
創
立
者
夫

妻
が
男
女
平
等
の
実
現
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
で
す
。
ブ
ー
ス
は

も
と
よ
り
、
妻
も
、
自
分
が
受

け
た
救
い
の
喜
び
を
人
々
に
話

さ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
街
頭
や

会
堂
で
演
説
し
ま
し
た
。
当
時
、

そ
れ
は
稀け

有う

な
姿
で
し
た
。

　
聖
書
の
初
め
に
は
、
神
が
、

共
に
暮
ら
す
こ
と
を
楽
し
む
た

め
に
男
と
女
を
創
造
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
、
男
女
の
基
本
的

な
平
等
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
は
、
男
女
を
尊
厳
と
立
場
に

お
い
て
同
等
に
造
ら
れ
た
の
で

す
。
女
を
造
ら
れ
る
と
き
、
神

は
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
が
独ひ

と
り
で
い
る
の
は
良

く
な
い
。
彼
に
ふ
さ
わ
し
い
助

け
手
を
造
ろ
う
。」（
創
世
記
2

章
18
節　
聖
書
協
会
共
同
訳
）

「
ふ
さ
わ
し
い
助
け
手
」
の
原

語
の
意
味
は
「
彼
と
向
か
い
合

う
者
と
し
て
の
助
け
手
」
で
す
。

ヘ
ル
パ
ー
・
補
助
者
で
は
な
く
、

む
し
ろ
助
け
手
が
な
け
れ
ば
欠

け
を
生
じ
る
ほ
ど
に
、
互
い
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
関
係
を

意
味
し
ま
す
。
神
は
、
男
ア
ダ

ム
の
た
め
に
彼
の
最
も
必
要
な

助
け
手
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

も
う
一
人
の
人
―
女
を
造
ら
れ

た
の
で
し
た
。
男
が
女
を
支
配

す
る
こ
と
は
、
神
が
、
人
を
創

造
さ
れ
た
と
き
に
求
め
て
お
ら

れ
た
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
代
で
も
、
女
で
あ
る
と
い

う
理
由
だ
け
で
多
く
の
差
別
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
奴

隷
制
度
と
し
て
、
強
制
労
働
や

性
的
搾さ

く
取し

ゅ
な
ど
が
あ
り
、
女
性

が
連
れ
去
ら
れ
、
騙だ

ま
さ
れ
、
虐

待
さ
れ
、「
人
間
」
と
し
て
で

は
な
く
、「
道
具
」
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
に
教
育
を
受
け
る

権
利
が
与
え
ら
れ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
そ
の
権
利
を
奪
わ
れ

て
い
る
女
の
子
が
い
ま
す
。
世

界
で
は
、
子
ど
も
の
五
人
に
一

人
が
児
童
婚
（
人
身
取
引
の
一
種
）

の
被
害
に
遭あ

い
、
日
本
に
お
い

て
も
、
人
身
取
引
の
被
害
者
が

後
を
絶た

ち
ま
せ
ん
。「
Ｊ
Ｋ
（
女

子
高
校
生
）
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
、
性

的
搾
取
を
目
的
と
し
た
少
女
の

人
身
取
引
を
助
長
し
て
い
ま
す
。

そ
の
被
害
者
の
多
く
は
、
貧
困

状
態
に
あ
っ
た
人
、
ま
た
、
判

断
力
の
な
い
状
態
に
お
か
れ
て

い
る
人
で
す
。
そ
う
い
っ
た
被

害
者
に
「
自
己
責
任
」
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
？　
ま
た
今
、

現
代
奴
隷
の
犠
牲
者
は
、
男
女
、

子
ど
も
を
合
わ
せ
て
、
四
千
万

人
以
上
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
神
の
創

造
の
真
理
か
ら
、
全
く
か
け
離

れ
て
い
る
の
で
す
。
神
は
、
こ

の
状
況
を
良
し
と
さ
れ
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。

　
今
も
、
多
く
の
女
性
た
ち
の

嘆な
げ
き
が
、
う
め
き
と
し
て
の
祈

り
が
、
神
に
向
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
救
世
軍
は
、
今
も
こ
の
不

平
等
を
是ぜ

正せ
い
さ
せ
る
べ
く
「
戦

っ
て
」
い
ま
す
。
こ
の
世
界
が
、

男
女
の
創
造
の
真
理
に
立
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
。

　
　

  　
　

  （
救
世
軍
士
官〔
伝
道
者
〕）

〈英国〉ロンドン消防隊から 15 年間
の支援活動への感謝
　英国ロンドンのクラプトン小隊（教
会にあたる）の救世軍士官（伝道者）カー
ル・グレイ少佐（救世軍での階級）は、
8 月 6 日（木）、ロンドン消防隊より
表彰されました。
　グレイ少佐は、これまでの 15 年間、
440 件以上の火事現場で、消防活動
にあたる消防士への軽食と飲み物を提
供する支援をおこないながら、消防士
の声に耳を傾けてきました。その現場
の中には、2005 年のロンドン爆破事
件、2017 年のグレンフェル・タワー

（ロンドン西部の高層住宅棟 ）火災の現場
もありました。
　このグレイ少佐は、4 月に新型コロ
ナウイルスに罹

り

患
かん

。8 週間の入院治療
後、5 週間在宅治療を受けていました。
　ロンドン消防隊は、グレイ少佐の明
るい笑顔と温かい飲み物、サンドイッ
チが、火災現場でどんなに消防士を支
えていることか、と感謝を述べ、グレ
イ少佐の入院中には現場が寂しかった
ことや、グレイ少佐の回復と現場復帰
を喜ぶ言葉も添えられていました。

〈インドネシア〉女性たちと子どもた
ちの能力向上のために
　インドネシア政府は「ゴールデン・
ジェネレーション」（2030 年に人口増
加が見込まれ、2045 年にはインドネシ
アが経済大国の一つになることを予測し
定めた）を掲げて、必要な環境づくり
に取り組んでいます。救世軍も、女性

　救世軍は、英国ロンドンに国際本部を置く、世界131の国と地
域で活動するプロテスタントのキリスト教会です。1865年、英国
のメソジスト教会の牧師だったウイリアム・ブースによって始めら
れ、家のない人々、仕事に就

つ
けない人々、アルコールの悪影響下に

ある人々、搾
さく
取
しゅ
される女性や顧

かえり
みられない子どもたち、災害に遭

あ
っ

た人々などに助けの手を伸べつつ、神様の愛を伝えてきました。
　日本での働きは、1895（明治28）年に始まり、伝道の拠点であ
る小隊（教会にあたる）を開設。廃

はい
娼
しょう
運動、失業者対策、病院や結核

療養所の設立、児童や女性の保護、アルコール依存症者回復支援な
ど、時代にさきがけて、様々な働きを興

おこ
してきました。日本人で最

初に救世軍士官（伝道者）となったのは山室軍平です。山室は、キリスト教界及び
医療・社会福祉分野における先駆者の一人にも数えられています。

救世軍とは？ What is The Salvation Army?

　   心は神に　手は人に　Heart to God, Hand to Man

の働きとして、子どもたちに適切な教
育や養育環境を与えられるよう、能力
向上プログラムを計画しています。
　また、女性の起業や小規模事業の継
続のために少額融資もおこなっていま
す。同じ地域の女性たちで定期的に情
報共有する場を設け、貯蓄計画のため
の支援もしています。
　コロナ禍においても、救世軍の運営
する 107 の学校は、できるだけ教育
環境を維持し、子どもたちを支えてい
ます。感染の広がる地域ではリモート
による学習環境が整えられ始め、イン
ターネット環境などが脆

ぜい

弱
じゃく

な地方では、
政府がテレビを通して学ぶシステムを
構築しました。また、感染の少ない僻

へき

地
ち

などでは学校が再開しています。

で
も
残
っ
て
い
る
限
り
、
私
は

戦
う
。
私
は
ま
さ
に
最さ

い
期ご

に
至

る
ま
で
戦
う
！
」

　
こ
れ
は
、
救
世
軍
の
創
立
者

（
初
代
救
世
軍
大
将
）
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ブ
ー
ス
の
言
葉
で
す
。

　
ブ
ー
ス
は
、
一
八
六
五
年
に

英
国
・
東
ロ
ン
ド
ン
の
貧
民
街

で
、
救
世
軍
の
基も

と
いと
な
る
働
き

を
始
め
ま
し
た
。
や
が
て
、
救

世
軍
と
い
う
名
の
も
と
に
活
動

〈日本〉パリにある救世軍の「女性会
館」が舞台となった本が好評発売中！

　

　救世軍の施設「女性会館」を舞台に、
「今」の女性の置かれている現実を描
いた物語と、百年前の女性の実話が展
開され、一気に読み進ませる作品です。
　「寄り添う人」の存在が、逆境に生
きる人々をいかに支え得るか。「これ
から」の女性に対する、作者の力強い
メッセージも込められています。
　「女性会館」は、救世軍の使命に生
涯を献

ささ

げた女性とその夫（共に救世軍士
官）によって、街頭で生活する女性を
保護するため約百年前に開設されまし
た。激しい迫害を経

へ

て信頼を勝ち取っ
ていったフランスの救世軍の歴史を知
るだけでなく、経済・環境・政治の状
況が混迷の一

いっ

途
と

を辿
たど

っている今
こん

日
にち

への
示

し

唆
さ

を得られる内容です。

『彼女たちの部屋』
レティシア・コロンバニ 著
齋藤 可津子 訳
定価 1,760 円（税込み）

早川書房



□
私
の
近
く
の
救
世
軍
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

□
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。

□
『
と
き
の
こ
え
』
の
購
読
を
申
し
込
み
ま
す
。

ご
氏
名

ご
住
所

この部分を封書か葉書に貼り、裏
面下の救世軍にお送りください。

 キリトリ
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「
ア
ザ
ー
ズ
」
は
、

一
九
九
〇
年
代
後
半

に
、
貧
し
い
女
性
た

ち
と
共
に
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
始
ま
り
ま

し
た
。
女
性
た
ち
は

製
品
作
り
に
加
え
、

識
字
能
力
、
健
康
管

理
、
貯
蓄
、
そ
し
て

起
業
の
方
法
に
つ
い

て
の
教
育
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
救
世
軍
は
、

彼
女
た
ち
の
仕
事
が
継
続
で
き

る
販
売
市
場
が
必
要
だ
と
気
づ

き
、「
ア
ザ
ー
ズ
」（
当
時
の
名
前

は
「
サ
リ
ー
ア
ン
」）
の
働
き
を

始
め
ま
し
た
。
現
在
、
ケ
ニ
ア

と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
制
作
者

た
ち
と
連
携
し
、
販
路
は
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

英
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。 「
ア

ザ
ー
ズ
」
製
品
を
購
入
す
る
こ

と
で
、
だ
れ
で
も
直
接
的
に
制

作
者
と
家
族
、
そ
の
地
域
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

だ
れ
で
も
で
き
る
、
貧
し
い
女
性
た
ち

を
支
え
る
働
き
「
ア
ザ
ー
ズ
」

の
目
標
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち

が
、
消
費
者
と
し
て
倫
理
的
に

も
適
切
な
環
境
で
生
産
さ
れ
た

製
品
を
購
入
す
る
こ
と
を
選
択

す
る
こ
と
は
大
切
な
の
で
す
。

　
二
十
年
以
上
の
働
き
を
通
し

て
、「
ア
ザ
ー
ズ
」
は
、
千
人

以
上
の
女
性
が
、
人
身
取
引
の

状
態
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
助
け

ま
し
た
。
何
千
人
も
の
子
ど
も

た
ち
が
学
校
に
通
い
、
上
級
学

校
へ
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
女
性
た
ち
は
読
み
書
き

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
起
業
で
き
た
の
で
す
。

　
「
ア
ザ
ー
ズ
」
と
の
連
携
は
、

わ
た
し
た
ち
の
だ
れ
も
が
信
じ
、

期
待
し
て
い
る
世
界
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い

る
の
で
す
。

　
私
の
好
き
な
聖
書
の
言
葉
は
、

「
わ
た
し
を
強
め
て
く
だ
さ

る
方
の
お
陰
で
、
わ
た
し
に

は
す
べ
て
が
可
能
で
す
」（
フ

ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
4
章

13
節
）　

で
す
。
私
の
人
生
が
、
私
を
強

め
て
く
だ
さ
る
キ
リ
ス
ト
を
知

ド
ア
の
前
に

立
っ
た
日
の

こ
と
を
、
私

は
決
し
て
忘

れ
ま
せ
ん
。

彼
女
は
、
自

分
が
目
標
を

達
成
で
き
た

こ
と
を
本
当

に
誇
り
に
思

信仰の体験談
　証

あ か し

言のページ

「アザーズ」 ディレクター
エイプリル・フォスターさん

　
わ
た
し
た
ち
は
、
日
々
だ
れ
か
が
作
っ
て
い
る

物
を
買
い
ま
す
。
買
う
物
を
選
ぶ
時
、
そ
れ
が
、

だ
れ
か
の
犠
牲
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
物
か
、

そ
れ
と
も
労
働
者
に
対
し
て
尊
厳
と
敬
意
を
も
っ

て
適
切
に
賃
金
が
払
わ
れ
て
作
ら
れ
て
い
る
物
か
、

と
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
商
品
選
択
は
、

だ
れ
か
の
人
生
に
大
き
な
違
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。

借
り
、
家
賃
を
払
い
な
が
ら
働

い
て
い
ま
す
。
三
カ
月
ご
と
に

一
週
間
し
か
帰
宅
で
き
ま
せ
ん
。

夫
の
失
業
中
に
は
借
金
を
し
て

生
活
を
し
の
い
だ
た
め
、
ニ
パ

は
、「
ア
ザ
ー
ズ
」
で
働
く
こ

と
で
負
債
を
完
済
、
息
子
を
養

い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ニ
パ
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

　
「『
ア
ザ
ー
ズ
』
の
製
品
を
作

っ
て
い
る
と
、
心
の
中
に
大
き

な
喜
び
を
感
じ
る
ん
で
す
。」

わ
た
し
た
ち
の
実
現
さ
せ
た
い
世
界
へ
の
一
票

を
投
じ
る
た
め
に

＜プロフィール＞
救世軍の米国東部軍国本営（本部）
で、フェアトレードの部門である、

「Others Trade for Hope（「アザー
ズ〈他の人々〉希望への取引）」の
責任者を務める。
　「アザーズ」は、救世軍の地球規
模の社会的企業。1,000 人以上の制
作者と提携し、美しい手づくり製品
を地元と国際市場で販売している。

貧
困
や
限
界
の
中
に
あ
る
女
性
た
ち
に
、
新
し

い
ド
ア
を
提
供
す
る
「
ア
ザ
ー
ズ
」

っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ア
ザ
ー
ズ
」
は
、
雇
用
機

会
の
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
女
性
に
、

新
し
い
ド
ア
を
開
い
て
い
ま
す
。 　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
西
部
の

僻へ
き
地ち

シ
ャ
ン
カ
ー
プ
ー
ル
地
区

で
作
ら
れ
る
刺し

繍し
ゅ
うさ
れ
た
ハ
ー

ト
は
、「
ア
ザ
ー
ズ
」
で
最
も

人
気
の
あ
る
製
品
の
一
つ
で
す
。

　
毎
年
、
何
千
も
の
ハ
ー
ト
が

こ
の
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

職
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、

女
性
た
ち
の
働
く
喜
び
と
そ
の
心
は
、

世
界
中
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
今
ま
で
導
か

れ
て
い
た
よ
う
に
、
貧
し
さ
や

困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

女
性
に
と
っ
て
も
、
こ
の
御み

言こ
と

葉ば

は
真
実
で
す
。

　
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
「
ア
ザ
ー
ズ
」
に
も

及
ん
で
い
ま
す
が
、
困
難
な
状

況
に
あ
る
方
々
を
支
援
し
続
け

て
、
世
界
中
に
、
こ
の
「
希
望

へ
の
取
引
」
が
も
っ
と
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
→
ボ
ー
ト
→
バ
ス
で
輸

送
さ
れ
、
首
都
ダ
ッ
カ
の
「
ア

ザ
ー
ズ
」
に
到
着
し
、
品
質
チ

ェ
ッ
ク
と
梱
包
を
経へ

て
、
世
界

中
に
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ハ
ー
ト
の
辿た

ど
る
旅
は
、
ま
る

で
、
そ
れ
ら
を
作
っ
て
い
る
女

性
た
ち
の
旅
の
よ
う
で
す
。

　
二
十
歳
の
ニ
パ
（
写
真
右
）
は
、

一
人
息
子
を
育
て
て
い
ま
す
。

夫
は
出
稼
ぎ
労
働
の
た
め
、
職

場
の
縫
製
工
場
の
近
く
に
家
を

青
年
時
代
の
願
い
が
か
な
っ
て
、
地
域
開
発
の

た
め
に
、
長
年
ア
フ
リ
カ
で
働
き
ま
し
た

　
救
世
軍
の
信
徒
と
し
て
、
私

は
若
い
時
か
ら
海
外
で
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学

で
そ
の
た
め
の
知
識
を
得
、
卒

業
後
、
カ
リ
ブ
に
あ
る
、
救
世

軍
の
盲
学
校
で
教
師
と
し
て
三

年
間
働
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

米
国
に
帰
っ
て
数
年
学
び
、
今

度
は
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
救
世
軍

の
学
校
で
教
師
を
務
め
、
そ
の

後
、
ケ
ニ
ア
で
二
十
年
間
働
き

ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
で
は
、
ア
フ

リ
カ
全
体
の
健
康
と
地
域
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
働
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
私
は
人
々
を
貧
困

か
ら
救
う
た
め
の
多
く
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
見
ま
し
た
。
い
く

つ
か
は
成
功
し
て
も
、
成
功
し

な
か
っ
た
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験

か
ら
、
成
功
の
秘
訣
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
と
意
思
決
定

に
い
か
に
人
が
責
任
を
も
ち
、

関
与
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
、
長
年
ア
フ
リ
カ

で
多
く
の
女
性
グ
ル
ー
プ
に
協

力
す
る
中
で
、
女
性
が
、
自
分

と
家
族
の
日
常
を
支
え
る
技
術

を
も
ち
、
重
労
働
を
し
て
い
る

様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
時
、「
ア
ザ
ー

ズ
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
ケ
ニ

ア
に
来
る
た
め
、
私
が
ケ
ニ
ア

の
女
性
た
ち
が
作
る
こ
と
が
で

き
る
製
品
を
紹
介
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
ア
ザ
ー
ズ
」

の
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
話
か
ら
、

そ
の
働
き
が
、
女
性
た
ち
に
長

期
に
わ
た
る
機
会
を
提
供
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
二
〇
〇
九
年
、
ケ
ニ
ア
の

「
ア
ザ
ー
ズ
」
が
、
た
っ
た
五

人
の
女
性
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、

私
も
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
ま
し
た
。

　
ケ
ニ
ア
の
「
ア
ザ
ー
ズ
」
で

出
会
っ
た
女
性
た
ち
の
物
語
は

私
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　
マ
グ
ダ
レ
ン
（
写
真
左
）
は
、

貧
し
い
地
域
の
貧
し
い
家
庭
で

暮
ら
し
て
い
て
、
日
常
生
活
に

も
大
変
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

大
家
族
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病

気
の
夫
は
、
最
低
限
の
生
活
費

も
稼か

せ
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
女

の
住
む
地
域
で
「
ア
ザ
ー
ズ
」

の
働
き
が
始
ま
っ
た
時
、
マ
グ

ダ
レ
ン
は
、
再
生
紙
ビ
ー
ズ
の

作
り
方
を
学
び
、
収
入
を
得
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
女
が

最
初
に
し
た
の
は
、
自
分
の
子

ど
も
を
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と

で
し
た
。
彼
女
は
、
自
分
の
生

活
力
へ
の
自
信
が
高
ま
る
に
つ

れ
、
よ
り
大
き
な
夢
を
抱
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

自
宅
に
新
し
い
ド
ア
を
買
っ
て
、

安
全
な
生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。

彼
女
は
、
一
生
懸
命
働
い
て
お

金
を
貯
め
、
つ
い
に
ド
ア
を
買

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

　
ス
タ
ッ
フ
が
家
に
招
か
れ
、

　
「
ア
ザ
ー
ズ
」
の
製
品
を
手

に
取
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
製
品

を
作
っ
て
い
る
人
々
の
人
生
を

想
像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

　
「
わ
た
し
た
ち
が
何
か
を
購

入
す
る
時
に
は
、
わ
た
し
た
ち

は
、
実
現
さ
せ
た
い
と
思
う
世

界
へ
の
一
票
を
投
じ
て
い
る
の

で
す
。」（
ア
ン
ナ
・
ラ
ッ
ペ
〈
米

国
人
著
作
家
・
教
育
者
。
持
続
可
能
な
食

品
シ
ス
テ
ム
の
専
門
家
〉）

　
ケ
ニ
ア
の
「
ア
ザ
ー
ズ
」
は
、

私
が
働
い
た
五
年
の
間
に
、
三

百
人
の
制
作
者
た
ち
と
連
携
す

る
働
き
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
米
国
に
戻
っ
た
私

は
、
米
国
で
の
「
ア
ザ
ー
ズ
」

製
品
の
市
場
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
救
世
軍
の
創
立
者
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ブ
ー
ス
が
、
著
書
『
最
暗

黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
で
言

及
し
た
よ
う
に
、
人
間
に
と
っ

て
、
堅
実
で
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
救

世
軍
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
今
の
時
代
も
同
じ

で
す
。
労
働
者
の
権
利
が
保
護

さ
れ
、
十
分
な
収
入
を
生
み
出

し
、
適
切
な
社
会
的
保
護
が
与

え
ら
れ
る
生
産
的
な
仕
事
は
、

「
持※

続
可
能
な
開
発
目
標
」

（S

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

D
G

s

）の
一
つ
、
八
番
目

※
持
続
可
能
な
開
発
目
標

  

（S

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

D
G

s

）
と
は
…
…

　

貧
困
に
終
止
符
を
打
ち
、
地
球

を
保
護
し
、
す
べ
て
の
人
が
平
和

と
豊
か
さ
を
享

き
ょ
う

受じ
ゅ

で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
め
ざ
す
普
遍
的
な
行

動
を
呼
び
か
け
る
十
七
の
目
標
で

す
。
気
候
変
動
や
経
済
的
不
平
等
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
持
続
可
能
な

消
費
、
平
和
と
正
義
な
ど
の
新
た

な
分
野
を
優
先
課
題
と
し
て
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

　

八
番
目
は
、
強
制
労
働
や
奴
隷

制
、
人
身
取
引
を
根
絶
し
、
二
〇

三
〇
年
ま
で
に
す
べ
て
の
女
性
と

男
性
が
、
安
全
か
つ
生
産
的
な
雇

用
と
、
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
に
就つ

く
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

誇りをもって働くバングラデシュの女性たち

※日本の救世軍本営（連絡先は 4
ページに掲載）内、出版供給部で
も「アザーズ」の製品をご購入
いただけます。
ぜひ、ＱＲコード↘で「アザー
ズ」の動画を
ご視聴くださ
い。


